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﻿諸元
レ ン ズ ・ l・~UJIN〇N・乙 lご1.と奢 f=lO.5~27.5mm 8群蔓1O枚構成 鏡即] レ
ズーム方式
ー 鏡胴目盛に よ る距離舌凋節 (l,2m~oo) 5 mtこ ク け ッ ク ス 卜 ・ッ プ
フ ァ イ ン ダー -眼レ フ式  け 値 ー 露丿vこ竇蕗′豪ー盂苳圭-マ一 夕素示、 祝度,淵真Tiロ疏巨
フ ィ ル ム 送 り ・ 電重丿」式 ′ェ亘源 ご 1.5V 単 3 卓乞電池 4 本 (グけ ッ フ°I丿丶」収容實}
フィ ルム券戻 し け ワ イ ン 夕\丶ー (別売ア クセサ け ー) に よ る巻は墨 し ロI能
香最影コマ篆塁度 l8コ六フ/秒丶
フィルムカウンター O~l5m (O~5()) 】lI頁算日励イ夏7亡ェ璧
シ ヤ ッ 夕 -一 押 し  夕 ンェ曜 安令口 ッ ク装實宣ョ蓋付三苳 、 ′ァ一ブルレ け ーー フご使川蕗u
露 出 計 ーCdS使朋EEブノ^ェ荒 I三E補正 ロI能 (約 1  け)
・ ーノ ィ ルム感度 ASA25, 5O, lOO, 2()Oのマカ丶~シ~ ンに ょ る ォー ト
ー 電源 ご 水銀′曼毬池2.6V JIS HSーZDま ブニはHー2D 
丈 き さ ` 重 さ 蔓三2〉〈工54〉〈l85mm 67O昌葺
ア夕セサリー ハン卜-ス卜ラッフ° 丶ノフ卜ケース
(本体付属) _ 口 _
ア夕セサけー アイカッフ°、レンズフード、 クローズアッーフレンズ、NDワィ
(別売) lいフィン夕牢ー、 ゥェー夕丶一、 夕ィ トラーー-、 ライ 卜ア夕蕗フ°夕ー、
ウ`一ス
バー-によ る
付`き
ー ブ イ 丿し夕一サイ ズ蕗 辻′rュ1 じj苳工交二S5.5く乙箋rnrn Pご(),5、 ブノ苳ー三ごー辻工櫑苳葺9.〈)めmrr1
打夏巨
セ・ソ 卜
ル夕ー、
キャ け ン夕"
畠士唇真フイ丿lノ企.梼宝t合字工
東京者[蚕蔓巻区西麻祐2 ー26辟 30 〒1口6
お間合わせ先 フジカ製品の使い方、 ぁ る いは性能、 点検、 修去里ァょ と蕗のぉ間合ゎせは下記を こ診利朋 く ァ± さ い.
ブジ力 サービス ステーーシヨン
宮±フォトサ口ン 東京者[蔓中央区壺良座5ーI先スキヤチ喬ショッヒ“ンク~'セン夕ー 〒IO4 丁丘東京(G3)5力 9州
札幌市中央区大通り西5 -ll 大五ピル 冨士フイルム札幌出壺長所内 〒口暑ヨO TEL札幌(口凵)2州 7恂
新潟市河曼度丁7口 I 新潟フジカラー玉見像所内 〒9ミヨO 丁EL新潟(O252)47 I3ヵ凵
仙台市本町I ーー 1 ー 8 日本オフィスヒル 富士フィルム仙台出彊長所内 〒98D 丁E凵山台(O222)2Iーー26口1
名古屋市中区栄2 IO l9・商工会言義所ヒ°ル 冨士フイルム名古屋出壺長所内 〒4Eぅ口 丁EL名古屋(O52)221ー61
大阪市東区備後町4ーー15 冨士フイルム大阪支社内 〒書州 丁EL大阪(硫鍮203 52I2
岡山市中州丁町l -2ー36ー2川号 有森ヒ°ル2階 〒7〔〕〔】 丁EL岡山(o862)23ーー4876
金沢市姫川町5 旧 掘川ヒ'ル内 〒ミ拉口 TEL金沢(O762)63ーOO33
広島市大手町2ー凵ー-I5 新大手町ヒ°ル 富士フイルム広島出張所内 〒73U 丁EL広島(U822)48 O28I
高矢口市白の出町I58 高矢口玉見像所内 〒78〔〕 丁EL高芙口(〔〕賓蔓8曼蔓)5 7783
福岡市中央区天神I・--I4 ォ 日本生命ヒ~ル 富士フィルム福岡出彊長所内 〒乏蔓1D TEL福岡〈O92)74ーO23t
8 貫
東京本社インフォ メ-一ショ ンセン苳マー- 束章都誓巻区西麻黹2 ー 25 ー3O 区 〒lo6 丁Eし束蛋(O3)叩6 259口
′狂l蘆[尼
守乙ア`SH ・ 】けー乙ゴ工

